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脳動脈瘤手術における手術シミュレーションツールの有用性を確認 
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の ABS 樹脂を溶解させることで、シリコーン製の脳動脈瘤モデルができます（図 1）。 

クリッピング術に使用されるクリップには様々な種類があり、開頭後に医師が症状を判断、選択

しなければなりません。しかし、テーラーメイド瘤を作製し、事前に検討することで、クリップの

種類や治療方法を予め検討した上で（図 2）、手術の執刀を行うことができました（図 3、図 4）。実

際の手術所見（図 4）と比較したところ、この脳動脈瘤モデルは患者の疾患部位と、瘤の形状や大

きさ、近傍からの分岐血管などの解剖学的所見が一致し、その有用性が確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 作製したシリコーン製脳動脈瘤モデル   図 2 術前クリッピングのシミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 手術の様子               図 4 手術所見                                                                                                                                                                                                                                                                     

 

【今後の展開】 

 今回有用性が示された脳動脈瘤手術シミュレータの社会実装に向けて、医療機関での実証を継続

し、手法の定着を図るとともに、ベンチャー企業（名古屋ラピッドプロダクツ株式会社）と連携し、

迅速な供給体制を構築することで、平成 27 年年末を目途に医療機関での普及を目指します。 

 

【用語解説】 

＜脳動脈瘤破裂＞ 

脳の血管の一部が膨らんで弱くなっているところを脳動脈瘤と呼ぶ。脳動脈瘤が破裂すると、ク
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＜シリコーンゴム＞ 

 ゴム状のシリコーン樹脂であり、一般に液体の状態で市販されている。ここに硬化剤を加えると

重合反応により硬化し、ゴム状となる。血管の弾性に近いことから、模擬血管等として使われる。 

 

＜ABS 樹脂＞ 

 アクリロニトリル、ブタジエン、スチレン共重合合成樹脂の総称であり、加熱すると軟らかくな

り、成形しやすくなる。剛性、硬度、加工性、耐衝撃性等の機械的特性のバランスに優れている。

有機溶剤に可溶である。 

 

＜熱溶解積層方式 3D プリンター＞ 

 三次元の立体形状を造形することができる装置である。熱で軟らかくなる樹脂をノズルから造形

テーブルに押し出し、積層方式により 3 次元立体構造を作製する。 

 

＜名古屋ラピッドプロダクツ＞ 

 会社名：名古屋ラピッドプロダクツ株式会社 

 代表取締役：入江恵子 

取締役：岡田教志、岡田隆治、入江恵一郎 

所在地：名古屋市千種区不老町 

名古屋大学 グリーンビークル材料研究施設 産学連携スペース 115 号室 

 設立年月日：平成 26 年 5 月 29 日 

 事業内容：医療関連の各種シミュレータの作製 

 資本金：100 万円 

 


